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論文データベースを 用いた サ イェンスマップ 作成と 

研究領域の動向分析 

0 阪 彩香 ( 文科 省 。 科学技術政策研 ) , 伊 神立 貫 (OECD) , 
桑原糖 隆 ( 文科 省 ，科学技術政策研 ) 

現在施行中の 第 3 期科学技術基本計画では、 科学技術 究の推進 れウ 項目があ る。 文書でほ。 

基礎研究には 二種類あ り の 苗床の形成を 促す 研 な 発想に基づく 研究と、 非連続的なイノベーションの 源 

泉 となる 知掃 9 の創出として 究 が掲げられている。 科学技術が社会へのインパタ ト を 

，重要な役割を 果たす。 ェビヂ ンスベースの 議論のもと、 今後の 

的に把握することの 出来る「サイエンスマ ツプ 」の作成を試みたま 

た 。 今後の科学推進への 問題探索やその 解決糸口を見出すことへ「サイェンスマップ」を 活用することができる 力、 を検討した。 

要 

「論文データベース 分析を用いた 研究領域の構築 ( 以下、 論文データベース 分析 ) 」と「構築された 研究 領磁こ 対する内容 
」を組み合わせることで、 研究領域の な 把握を試みた。 論文データベース 分析の出発点として、 
での 6 年間に発行された 論文 ( 以後 2 の中で。 各年、 各分野 ( 臨床医学、 植物。 動物 

学 、 化学。 物理学など % 分野 ) の 被ョ用 数が上 # 立 1% であ る高波引用論文 ( 約 457 千 ヰ牛 ) を用いた。 これら 高被 引用論文に対 
して、 「 共 引用」を用いた 論文のグルーフ ソヒ を 2 段階で行 う ことで、 一定の大きさを 持つ 工 ぶの研究領域を 構築した。 また。 得ら 
れた 穏 3 研究領域について、 内容分析を行なった。 本稿で用いた 論文データベースの 分析から研究領域の 構築を試みる 手法 

ほ 、 独自に開発した 手法 ( 参考資料めを 改良したものであ る。 

本調査では 第 上段階のバループ 化で得られる 論文の集合としてⅥ )O 阿 son № en 蕊 。 社の軟 senti Sclence  @ 田 catorS  ( 乙ぷ )@ こ 

収録されているリサーチフロン㎡ 53% リサーチフロント ; を用いた。 ここで「 共 引用」とは、 2 つ以上の論文が 2 つの論文に同時 
i し ことを 指 Tr 。 頻繁に共引用さ       その内容に一定の 共通点があ ると考え ろ 
な丑   論文をグループ 化する事 卸こ 共通，陸のあ る論文鮮を得ることが 出 
を「コアペーパ」 ( 研究領域の核を 構成する論文 ) 。 コアペーパを 引用する論文を「 ザ イティンバペーノ 斗と 呼ぶ。 

もて 

た " 133 研究領域を構成するコアペーパの 分野分布を比較し。 似 

た 分野分布を持っ 領域間に引力が   働くモデル ( 壷力 モデル ) を用いて。 サイェンスマップを 作成した ( 國 或 。 サイェンスマップ 

をみると。 42 領域が臨床医学や 植物。 動物学 れ、 った ライフサイエンスの 領域であ った。 この内。 約半数の㌶領域が 臨床医学 
の 領域であ る " また、 物理。 ィ む学、 工学、 材料科学の領域 ( 物理。 化学系領域 ね 545 領域、 環境 / 生態学。 地ま新年学の 領域が 
出された。 少数であ るが、 宇宙科学、 社会 mM. 学 。 - 般の領域も抽出された。 まだ、 133 研究領域の約 3 割であ る総領域 
的 。 分野融合白粥 % 減であ ることが明ら 力 、 @ こ なった。 

O 

233 研究領域の各々について。 領域を構成するコアペーパ 中の日本論文シェアを 見ると。 物理学、 化学、 種物。 動物学。 材 
料 科学の研究領域では、 9%, 以上のシェアを 示す領域が り 、 日本の存在感が 大きひ、 こと； ; 分力めた。 一方。 工学。 環境 / 

生態学。 宇宙科学の研究領域においては。 9% 以上の シ す 領域が少なく、 日本の存在感をま 小さい。 シェアが 0% の 研 
が 2 害 鴫虫あ り。 現在荷なわれている 研究の バラヱ ティがやや劣ることが 分力、 った 。 

， 133 領域を構成する 全てのコアペーパ @ こ 占める日本論文の 割合は約 9% 。 

  



O 
  06 年間に発行された 論文を対象に 行なった調査 ( 参考資料めのデータを 用いて、 i 升究 領域の時 
系列分析を試みた。 その結果、 個々の研究領域の 変遷として、 ①拡大が見られる 研究領域、 ②継続的な進展が 見られる研究 
領域、 ③安定的な研究領域の 3 パターンに分類できた。 また、 上記のよ引こ、 個々の研究領域の 変遷の上に、 研 
捉えてみる 乙 新たに研究領域が 生まれる ( ④新たに見出された 研究 領 ! 曳や研究領域が 融合する ( ⑤融合が 
域 ) れ、 う 事象があ ると考えられる。 2 ㈱ 3 年に世界を震 憾 させた重症急性呼吸器症候 轍 S 柁 RS パ サワインフルエンザの 発生に伴 
い、 これらに関する 研究が捕 却こ 進展されたこと ；うかがえる。 このよう @ こ 。 本手法を用いることで 過去 ] ～ 2 年間に形成された 

注目度の高い 研究領域の把握も 可能であ る。 さらに、 融合が見られる 研究領域をみると、 ②継続的な進展が 見ら 
が 多いことが分かつまも 

そして、 研究領域のマップを 比較することで、 時系列でどのような 変ィヒ ； ミ 起きたのかを 何 % とすることができること 
が分かつた " 例えば、 バイオテロに 関する研究領域においては、 菌 そのものの研究から、 実際の緊急 持 にどのように 対 

応 すればよい ヵ 、 という社会 点を踏まえ進展していることが 明らかとなった。 
加えて、 サイティン の時系 夕叱 変化の分析から、 発展領域の内容が 時間と英 こ動抑こ変ィ とする様子を 記述する 
ことができた。 例えば「マイクロアレイデ   - タの処理に関する 統計手法の開発について」の 研究領域では、 コアペーパ 
では数学が主分野であ るが、 サイティンバペーパをみると 互 していくことが 分力、 った 。 

得られた 彊 認の研究領域をもどこ、 研究領域間の 共引用関係を 用いて、 現在の科学活動こついての 

よ㍉ こ 、 研究領域間の 相対的な関係を 示したマップを 作成した ( 図劫 " マッ ピンバの結果と 内容分析の 
14 の研究カテゴリ 一に分類できることが 明らかになった。 

マップの上申 央 に見られる研究領域 は 。 ライフサイエンスもしく @ 

力平夏難 に関係しているために。 カテゴリーを 明確に分類する 事 は 容易 

の 下半分がライフサイエンスに 関係した研究領域と 考えることが 出来 る " ポストゲノム 研究と感染症。 免疫研究の 

域は マップ中に広く 広がっている " 

マップの中央右にほナノテクノロジー。 材料に関連した 研究領域が存在する。 マップ土の研究領域の 位置は。 共 引用 
の 強さのみに依存しているため、 化学合成と超伝導。 量子コンピューテインバの 間に位置する 中間的なナノ 材料の位置は 、 

ナノ材料研究の 境界的。 分野融合的な 繍 致を示している。 

素粒子。 宇宙論に関連した 研究領域がマップの 右下に広がっている。 他のカテゴリー ； 、 ら てィ 並置することから、 

素粒子・。 宇宙論の研究は 他のカテゴリーとの 相互作用 力 ; 小さいと考えられる。 別の言い方をすると、 素粒子。 宇 

他の研究への 直接的な知識の 流れは非常に 限られており、 このカテゴリ』 -vW 研究 は 伝統的な分野に 軸足を待つ 
参加によって 形作られていると 予想される。 

環境のカテゴリーはマップの 中央 部 こ せ立 - 覧している。 これは 本 カテゴリーがライフサイエンス、 保健。 環境とナノテ 

クノロジ㎏材料の 両方と一定の 共引用関係を 持つためと考えられる。 ここには。 環境変動、 化学物質。 生物多様陸など 
の 研究が含まれる。 本 カテゴリーに は 全部で 個の研究領域が 含まれている。 

本調査は 、 主に自然科学を としているが、 分析の結果。 ベンチャーキャピタル、 新日新時の知的 

全科学に関連する 研究領域も れた。 これらの研究領域はマップ 上の甲 央左 に位置している。 「 認矢 

イメージング」。 「視覚的、 注意と脳活動の 振動現象」と 言った研究領域はライフ ザイヱシ ス と 社会科学の間に 位置する 境 

界的 。 分野融合的領域であ ることが、 マップ上のこれらク % 遠域の位置から 分かる。 

我々は。 基礎研究を中むとする 科学の動向を。 論文データベース 分析によって 研究領域レベルで 把握し。 サイェンスマップ 

を作成する手法を 構築した。 加えて " 研究領域における 日本の存在感の 分析を通じて、 研究領域における 日本の研究活動の 

状況の把握 や 、 個 授の研究領域の 変遷を可視化することが 出来た。 

№。 鈴 急速に発展しつつあ る研究領域調査 J 2 度 。 科学技術政策研究所、 「 N@ST 田 
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